
交通安全協会だより（令和８年２月号）

令和７年中、徳島県の交通事故発生状況

年 別
令 和 ７ 年 令 和 ６ 年 増 減 数

区 分

発生件数（件） １，８９５ １，８１７ ＋ ７８

負傷者数（人） ２，２７３ ２，１４５ ＋１２８

死 者 数（人） １９ ３３ － １４

交通死亡事故の特徴

区 分 全 死 者 高 齢 者

特 徴 死者数 前年比 死者数 前年比

死 者 数 １９人 －１４ １４人 －９

飲酒運転による事故 ０人 －２ －２

交差点の事故 ７人 ６人 －１

夜間事故 １１人 －３ ８人 ＋１

・うち歩行者の死者 ４人 ３人 ＋１

四輪乗車中の事故 ８人 －１３ ５人 －８

・うちシートベルト非着用 １人 －１２ １人 －６

・うちシートベルト装備なし １人 －２

車両単独 ４人 －８ ３人 －５

歩 行 者 ５人 ４人 ＋１

○ 全死者１９人→うち高齢者１４人(73.7%)
○ 交差点の事故死者 ７人→うち高齢者６人(85.7%)
○ 夜間事故の死者 １１人→うち高齢者８人(72.7%)
○ 車両単独事故の死者４人→うち高齢者３人(75.0%)
○ 歩行者の死者 ５人→うち高齢者４人(85.0%)

令和８年 交通安全年間スローガン 内閣総理大臣賞

◎ 自動車の運転者（同乗者を含む）に呼びかける部門

急ぐほど 狭まる視野と 増すリスク

◎ 歩行者等に呼びかける部門

親 を 見 て 子 供 も 止 ま る 赤 信 号

◎ こどもたちに交通安全を呼びかける部門

車から ぼくたちみえない 手をあげよう




